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カムランド地下実験室での火災からの復旧と 

実験の再開について 

 

 

昨年１１月２０日に火災が発生した東北大学神岡地下実験室カムランドエリア

では、このたび、損傷した機器の復旧や各種安全対策など観測再開のための準備作

業が完了し、同施設における観測再開を行うこととなりましたので、別紙のとおり

お知らせいたします。 

関係各位におかれましては、多大なるご迷惑とご心配をおかけし、心よりお詫び

申し上げます。 

今後とも皆様のご理解とご協力を頂けますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 
東北大学総務部広報課 
担当： 谷口、照井 
電話番号：０２２－２１７－４８１５ 

 



カムランド地下実験室での火災からの復旧と 

実験の再開について 

 平成２４年１１月２０日に発生した東北大学神岡地下実験室カムランドエリア内

での火災におきましては、多大なるご迷惑とご心配をおかけして誠に申し訳ありませ

んでした。 
 事故後は、安全確保のための作業と並行して、「ニュートリノ科学研究センター安

全対策委員会」を設置し、神岡地下で研究を行っている東京大学および大阪大学の安

全管理担当者の方々にも協力を得て、事故を引き起こすに至った問題点・安全性向上

のための課題の洗出しを行いました（添付資料）。 
 ニュートリノ科学研究センターでは、安全対策委員会からの提案をふまえて、労働

基準監督署や各監督機関から安全衛生の指導を受けつつ、全ての設備および機材の危

険性、有害性等について安全点検および安全対策を講じて参りました。また、職員お

よび学生に対する安全教育、業務発注時の安全に係る事項の正確な伝達の手順を改善

するとともに、地下業務に携わる各研究機関等(※1)で構成する「神岡研究施設安全衛

生協議会」を立ち上げ、各機関と連絡を密にしながら安全に係る情報共有・緊急時の

連絡体制強化・合同避難訓練などを実施して参りました。 
 このたび、損傷した機器の復旧や各種安全対策など観測再開のための準備作業が完

了し、今後の再開について神岡研究施設安全衛生協議会で了解して頂きましたので、

地元および関係各位のご理解とご協力を得つつ、平成２５年１１月２０日から、カム

ランド実験(※2)およびカムランド禅実験(※3)の観測再開を行うこととなりました。 
 大切な学生を預かり教育・研究を行う場であることを踏まえて、安全を最優先に二

度と事故のないよう気を引き締め、世界をリードするニュートリノ研究を推進してい

く所存です。今後とも皆様のご理解とご協力を頂けますようお願いいたします。 
 

平成２５年１１月２０日 
東北大学ニュートリノ科学研究センター長 井上邦雄 

 
 
※ １、東京大学宇宙線研究所附属神岡宇宙素粒子研究施設、東京大学国際高等研究所カブリ数物連携

宇宙研究機構神岡分室、東京大学宇宙線研究所重力波推進室、東北大学ニュートリノ科学研究セン

ター、大阪大学核物理研究センター、神戸大学大学院理学研究科物理学専攻粒子物理学研究室、神

岡鉱業（株）。 



※ ２、カムランド実験は平成１４年に稼働し、反ニュートリノの観測によってニュートリノの性質や、

地球内部の熱生成などを研究します。 

※ ３、カムランド禅実験は平成２３年に稼働し、カムランドに内包したキセノン同位体の観察からニ

ュートリノと反ニュートリノの同一性を研究します。 



東北大学神岡地下実験室カムランドエリア内での火災について
平成24年11月20日 火災発生時の状況
　カムランドエリア内入り口付近の純空気製造
装置解体を委託し、当日は２名の作業員による
解体が行われていた。

火災発生原因
　装置中に排液しきれずに残っていたメタノー
ルが流出し、火気厳禁エリアにも関わらず使用
したグラインダーからの引火により、断熱用発
泡スチロールなどに燃え広がった。

被災状況
　メタノールへの引火に気づかなかったため、
初期の消火が遅れ、初期消火にあたった作業員
および研究者は坑外へ避難した。奥にいた職員
2名、学生3名がカムランド方向に待避し、火災
による断線のためしばらく音信が途絶えたが、
鎮火後に全員が無事救出された。
　解体中の装置は消失し、周囲の配線・配管等
が焼損した。また、一部機器がすすを浴び故障
した。

純空気製造装置解体の様子

断熱材が消失した純空気製造装置 焼損した配線・配管等

䜹䝮䝷䞁䝗᩿㠃ᅗ 

䜹䝮䝷䞁䝗ᮏయ 

䜹䝮䝷䞁䝗 
䝗䞊䝮 

䜹䝮䝷䞁䝗 
䝗䞊䝮ᗋᯈ 

䝗䞊䝮㐍ධཱྀ 
㧗㟁ᅽᅇ㊰ᐊ 

䝁䞁䝖䝻䞊䝹ᐊ 

䜻䝉䝜䞁⿦⨨ᐊ 

ᒎ♧䜶䝸䜰 
❧ᆙ 

H24.11.20⌧ᅾ䛾㢼ྥ 

ᆙཱྀ䜈 

㜵ⅆቨ䚸㜵ⅆᡬ 
 
㢼ྥ 

➨䠍⣧໬⿦⨨ᐊศᒱ ➨䠎⣧໬⿦⨨ᐊศᒱ ᪂䝍䞁䜽䜶䝸䜰 
㥔㌴ሙ 

ⅆ⅏⌧ሙ 

⣧✵ẼΎί⿦⨨ 

断面図

平面図

至:跡津坑口

至:跡津坑口

至:茂住坑口

添付資料



火災現場付近の配線・配管等の復旧

「安全対策委員会」からの報告（再発防止策）の概要
安全対策委員会からは、以下の点について提案があった。
１．平時の保安教育・保安訓練について
　災害予防規定等の安全に関するマニュアルの策定がなされ、保安教育や他機関と共同の保安訓練等も実施されており、火災時も有効な待避ができたが、さらなる安全性
　向上のため、追加の提案をする。
　　保安訓練時の防毒マスク・空気マスクの組み込み、風向きを意識した待機の訓練、消化器に対する理解の向上と避難開始タイミングの教育、負荷分散した連絡
　　網の整備、マニュアルの更新と効果的な配置など、さらに他研究機関および神岡鉱業（株）と連携する「神岡研究施設安全衛生協議会」の発足
２．作業時の安全確保について
　今回の火災事故においては、作業発注時の安全に係る情報交換・作業者の安全に関する理解が不十分であったことから、具体的な作業発注・管理手順を提案する。
　　リスクアセスメントの手法による使用設備及び機械の危険性・有害性等の見積もり、安全に関する特記事項を含んだ作業依頼書の提供、依頼者と請負者との密接な
　　協議による保安計画提案書の作成、作業者が安全に関する事項を理解していることの確認、作業依頼側の担当者の明確化と作業開始終了時および進捗に応じた安全
　　確認の実施、作業依頼者による作業前安全チェックシートの作成とこれに基づく危険性の理解・安全装備の配備・安全確保の事前確認、安全管理体制の明確化と作
　　業者への伝達、適切な安全装備の整備及び配置
３．事故発生時の安全確保について
　他機関とも連携した情報交換と安全設備の充実に対する提案をする。
　　避難経路指示器具の導入、通信線の多重化、防火壁の適切な配置、消防体制の事前すりあわせ、待避時のシェルター機能の充実、救命設備の充実、停電時2次災害
　　に対する対策、火災報知と火元特定の迅速化など
４．作業後の安全確認について
　　作業後安全チェックシートの作成による安全な状態への復帰の確認、ヒヤリハット報告による作業環境の継続的な改善

安全対策委員会からの提案に対する対応状況
ニュートリノ科学研究センターにおいて、安全対策委員会から提案された再発防止策を全て実施するとともに、地下実験室での再発防止体制・安全体制を整えた。引き続
き、神岡研究施設安全衛生協議会のもと 、他機関を含めた神岡地下施設全体での均質で広範な安全を維持する取り組みを、継続的に実施している。

復旧後の火災現場

清掃後の火災現場
火災後の復旧
　神岡鉱業（株）と連携して、電源・
各種警報・電話及びネットワーク・カ
ムランドの監視装置の仮復旧を最優先
で行い、火災後約1ヶ月で 復旧作業の
ための安全を確保した。その後、「安
全対策委員会」からの再発防止策を実
施しつつ、約半年の期間をかけて、す
すの除去などの清掃・焼損した配線配
管等の復旧・故障した機器の修理を実
施した。
　引き続き、カムランド禅での観測再
開のための準備作業を行って、この度
観測体制が整った。
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